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論文内容の要旨

本論文は，アルコール水溶液に対するガスの溶解度に関する研究をまとめたもので，次の 2 編 5 章

からなっている。

第 l 編は，種々のガスのアルコール水溶液に対する溶解度データを集積するために行なった測定実

験とその結果を示している。

第 1 章は酸素，窒素，炭酸ガスのメタノール，エタノール， 1- プロパノール， 2 ープロパノール，

各水溶液に対する溶解度を Ooc から40 0C の聞のいくつかの温度で測定した結果を示している。測定

にはガスと脱気溶媒とを溶解器で接触させ，溶解平衡に達したときのガスの減量を測定する静置法を

用いた。結果は，オストワルド係数とヘンリ一定数で表示した。

第 2 章は，亜硫酸ガスのメタノール，エタノール， 1 ープロパノール，各水溶液に対する溶解度を

10 0 , 200 , 30 0 , 400 C において測定した結果を示している。測定法は溶媒中にガスを流通させる流通法

で行ない，溶解平衡に達した溶液を化学分析して溶解度を決定した。結果は溶媒100g 中に溶解した亜

硫酸ガスのg 数で示されている。

第 2 編は，第 1 編で得られたデータに基づく一般相関関係とその応用に関するものである。

第 3 章は，第 l 章のデータから得られた一般相関関係を示している。混合溶媒に対するオストワル

ド係数の対数と各々の純粋溶媒に対するそれを溶媒の体積分率で平均化した値との差で定義された過

剰量を使い，この過剰量と溶媒組成との関係を調べた結果，次のような一般相関関係が得られた。既

ち，各々のアルコール水溶液に対する上記過剰量と溶媒組成との関係は，溶質ガスの種類に無関係に，

近似的に 1 つの曲線で表わされる。この過剰量と溶媒組成の関係を Redlich-Kis ter 型の4定数式で表
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わし，各々のアルコール水溶液に対する 4 定数を第 1 章で示した酸素，窒素，炭酸ガスのデータから

決定した。また各アルコール水溶液に対するこの過剰量と溶媒組成の関係を表わす曲線と，無次元化

した過剰モル体積と溶媒組成の関係を表わす曲線との聞には，形およびアルコール水溶液の種類によ

る過剰量の大きさの順序がよく一致していることが認められた。

第 4 章では， 20
0

C においてメタノール，エタノール各水溶液に対するメタンの溶解度の実測値を示

すとともに，第 3 章で示した無機ガスの溶解度データから得られた相関関係が有機ガスのメタンの溶

解度に対して適合することを明らかに ι た。

第 5 章は，亜硫酸ガスの溶解度の解析方法ならびに結果を示している。亜硫酸ガスの溶解度を物理

的溶解量と化学的溶解量とに分け，前者の過剰量の推算に第 3 章でえられた相関式を利用した。純粋

溶媒に対する亜硫酸ガスの物理的溶解量は既往の研究ならびに推算から推定した。これらの方法によ

って，亜硫酸ガスの全溶解量と物理的溶解量の比が推算できる。アルコール水溶液においては，アル

コール濃度のうすい所で亜硫酸ガスが殆ど物理的に溶解していることがわかった。こ、で示した解析

法は，亜硫酸ガスのように溶媒に化学的に溶解するガスの溶解度解析の一手法として有効で、あろう。

論文の審査結果の要旨

著者は化学工業プロセスの解析において，重要なアルコール水溶液へのガスの溶解度を系統的に測

定し，ガスおよびアルコールの種類ならびに温度の違いによって，ガス溶解度がいかに異なってくる

かを実験的に示すとともに，普通の混合溶媒にはみられない異常性を指摘したO さらに，著者は低溶

解性のガスにおいてはある種の過剰量をとれば，ガスの種類に関係なく同一の値を与えることを見出

した。また，この相関関係は高溶解性ガスの溶解度解析の基準としても使用できることを示した。

これらの研究成果は，アルコール水溶液への各種ガスの溶解度に対して数多くの知見を与えており，

化学工業の発展に寄与するところが少なくなし」よって本論文は博士論文の価値あるものと認める。
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